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噂　轡 鐘 点
撫

1癖．　　　愈舞議ノ融雛難霧続欝饗愚鍛綴離霧

　　　たとえば職員数から見れば畢減が必要になる。簸
践購の脚チピスが幅となり、投鋤事業は

　　　ほとんどできなくなるのではないか．

2．町の薩業に与える影響は？

　縫　懸無愈欝無た駿禽、聡欝灘鵜旛醗鵜
　簸
簗蝶懸鱗証灘齢妻轟葡熱

　　　覆灘鈴蠣熱縷擦饗饗愚灘搬、く）

　　　不安のない合併が基本であることから、条件は強
濃く叢し鮒れば筋齢。構損彗との条齢致

　　　ができない場合は合餅しないくらいの強い慧志

　　　が必要と考えている。

藤緩鷺講驚の影鉱
響’

蝦臓鰍・）酌拷えると翻1こ泌と思糠る・

3．十日町圏内市町村の状況は？

　灘　蕪騰疑べ鎌饗発愚と愈懸藤愈轡1こ
　轟　窪甑ノ℃は婁赫た綴旛が霧い麟欝．
　欝　　　懸潟羅がこ紬懸ど糠遜鑓融棚譲融鷲熱

　　　平磁県知事は合併に積極的なのは事実である。合

蝶併が及購轍鱒麟丁概に1ま賦ない力糟
　　　併するとしたら適時と考凡ている。

織燃簸禽轡雛鞍愚灘溝鋤輿灘壌
懸灘葛

遭．津繭としては鋼幅勤舗鰹んでいる・

響毅麟葡翻難
’　　広域合併の場合中心となることから一・番積極的

難である。ただし轍力か覗ると必ずしも欝
　　　生』とはいえない爾もある。

灘幣蟻欝購轡鈴愈轡懇談蕪の禽後綜
難、

、鰻　　　私の意見として、欝長だけでなく議会の参入を態

　　　張したが今のところ岡意は得られていない。

　表る4月30撮、良然休養センターで開催された町鍛
講座での内容をそのまま蝿載しました。皆様のご憲晃・

ご感想をお寄せください。なお、集落懇談会報告は来月

号に，させていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　総務課　行政係

3

磯…離磯納獣撫

蟻あくまでも対舗鵬髄進める・

繋撃婁講熱嚇灘纏1鑑

　　磁の方針からして理状維持は廠しいと考えるが、
鍵奮鰍騨鵬購の財政加・拷えてもさ硫
　　厳しい状瀧が予懇される．

轟

難　　馨霧講麗紺藻i麟菰繍嚢欝欝1霊なく・

　欝津鵡驚薮簸導激無勲癬簾謙黛鶉馨墾購熱

　　　津南瞬も広域合併は積極的ではない。松之山が合
鑑併醐繍ことへ嚇撚撫いので朧性繭
　　　るといえる．

．‘、肇雛轡／萎灘鍵も牽灘麟と鈴叢域禽欝
き

欝．　謙は嬢雛慧礁驚雛

　　現状は慎重であるが、圏域の6瀧町村の建鐙みが
蝶鰍猟る状灘なれば進展筋1韓縫舳のと
　　晃ている。

　媒　牽灘鱗麟騰での繍鍵濫鶴窟馨ア＝ノ詳ケート
馨輪集
鞭・講簸の輿懸は

蝦槻臆どの詳しい縫醸施していない齢だ・

麟

募
餐
禦
翁難

｝
鞍

鯵

細

・塗、　　侍櫛　董雛　難 四
器
銘織

①鼠の財政の悪化
　地方交付税に充灘すべき税収が減少している（麟債発行で対応している〉

②地方分権の時代
　図の権限を地方公共懸体に委譲する場合、一定の規模が必要となる。

③今後の人q動態
　松之山では極端な少子嵩齢化が現実的な問題

④生活圏の拡大
　這路網が充実し、生活圏が格段に広くなってきている

⑤町の翻窯財源力が極端に弱い
　財政力指数が王4％程度と極端に少なく、國からの交付税が減額されると厳しい。

　松代町が脱退を表明、浦
川漂村・安塚i町も慧思、表示

し、実態に則していないの
が現状である。

　松之山町・津南町・中里村・廻茜町の舎併懇談会に、

十目町市と松代町が撫わり（平成工4年4月30日現窪〉
6衛町村となった。今隼度中に任慧の合併協議会を設
立し、来年6月頃に法定合磁協議会への移行が段標。

　津南町・用繭町・中璽紺は6布町紺の合併について

は慎重論がある。

　少子腐齢化が進行する現状から考えると、町行政全般に及ぶ大リストラが必要になる
と思われる。職員数翻減はもとより、投資的事業の大幡割減や公共料金の増額などの対

応が不可欠となることが予想される。

　町としての将来像を奥深く検討し確かな
長期計函を策定することにより、誤りのな
い合併にすることが必要である。

※ヂQ　l参加餐の質問・慧見まに対して

　「A　l町長の答弁」として詑載しました。

弱
こ
こ
を
聞
き
た
い
”
“
こ
れ
だ
け
は
言
っ
て
お
き
た
い
”

町
長
を
囲
ん
で
の
舎
併
懇
談
会
報
告

1．合併の基本的考え方は？

⑳蓉灘冥漂馨驚灘鍵饗馨馨蒙鷺縷鷺瓢響鱗蝶ぎ）

麟離郷綴騨繍羅灘勢瀦幾灘鷺融（それ伽地域の

響
　　　禽轡讐趨襲熱葉○灘i霧義藻羅i婁離愚と　、

　　　叢婆藩、難灘嚢の叢蟻i欝灘が愈欝簸燃

　　　蔓灘蕊潔鐵鍵で轡愚鵜雛、毒

践
　　　反映することを基本としている。したがって驚の
　　　将来欝爾の策定が婁大なポイントとなってくる。

響
　　　舞讐愈欝と欝う熱．舞歎プ箒灘藻鵜ぶ讐

　　　饗讃際響愚i簸舞餐撤懸く警難難霊灘馨

　　　灘繋蓬憲惣灘、懸

　　　合併特例法の期隈内に於いての含併であれば、麟県

遭の舗鍛ブラン磯髄劃られるの穫求が
　　　認められると考える。期眼後になると吸収合鎌にな

　　　ることが予想される。
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　　　ることが予想される。
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　　　越後田舎体験in松之山
　東頸城鄭内薬同企醐で実施しているf越後　　しながら、そば打ちやわら細二£、大厳寺商原ハ

照舎体験事業」。これは都会の子供達から懸舎　　イキングなどに挑戦し、松之山の自然にたっ

の生活に触れてもらおうという事業で、今鐡　　ぷり浸かってもらいました。今年も秋にかけ

は東東の裁蔵野第二中学王年盤・94名が4泊　　て！，000人程の子供達が町に訪れることにな

5段の揖程でやってきました。初ξ3は浦鐙地　　っています。

薩で露穂えを体験した後、それぞれの農家に

分かれ浅泊を通じて地域の人たちとの交流を

深めました。二、揖目からは松之山温泉に宿泊

グリーンリース（貸農園〉in湯山棚田支援隊in新田

　昨年鐙周年の大台を越え、気持ちも萩たに始

まった今年の鐙植えは、なんと82名の会員が参

撫するという始まって以来の大人数となった。

関東方面23組のうち単数は発星当時からの会員

で．最懸年2回は訪れるという限りなく松之山

人に近い都会人達だ。1三年間通っている東窟の

岡栂二郎さんは松之山の魅力についてギ…・霧で

霞えば、自然と人傭＋うまい米。糠俸楽しみにし

ている。3と、慣れた手つきで槌えていた。秋の収

穫が待ち遠しい。棄承都　岡粒次郎さん

　新潟県棚照地域保全対策事業に

指定された浦田類照集落では、昨

年秋の穏刈りに続き漿内外からの

棚照支援隊ボランティア35名が訪

れ、黄ながらの風景を残す久保田

幸二郎さん断脊の大小30枚余り、

20アー一ルの棚購に鑓槙えを行いま

した。機械膏もなく、人の声と鳥の

声だけが風に乗って漂う風景に、

来作りの漂点を感じました。

4陽霧之・ム鐸認’ご

　　　　　　たぐさんのノ《云一…

　5月玉8i三、i（烹）松之出濾泉祭りが醐催されました。嘉類は朝

から雨模様の天気となり、実行委賛会は留の痛くなる思いで囲

復を待ちました。翻始馨寺間に．合わせたようにだんだんノ雲寸蒋とな

り、かわいい衣装に場を包んだ松爆保膏斯園兇による稚兇行列

から予建どおり舗始されました。ヂ鼓夢の会」による舞騒な太鼓

の蔽に押されてか夕方からは爾も、、hがり、昨年に続きBSNラ

ジオのヂミュージックポスト公鯛録翻が行われました。踊lll

一番r去年は大爾で舞禽は洪水になり、靴を・命足だめにしまし

たわま……と笑いを誘いながら登場した人気アナウンサー・大

禽修習氏の軽侠なおしゃべりで、集まった大勢のお客と楽しい

ひとときを過ごしました。
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　　、六盛．溌　毒戯功

　当8はあいにくの雨模様でしたが、
総簾審数は約5，000人、会甥周辺の駐衷

嬬利需台数も1，5008余りと、i主催蕎欄

の畢想を超えて盛り上がったプレイペ

ントとなりました。

　　イ1菊侮前團儘
　『花び唇に檬ぐ響
　前8の徳びらほぐし作業に協力いた
だいたボランティアは約150人（地冗50

人・こへび隊矯0入）でした．4月に摘み

取った五票甫産のチュー1ノップと、急

きょ取り寄せた北海遵産がね9わり、作

業は終始にこやかにそして華やかに行

われました．

　　　馨後の…多建

　6月になると来無度麗催されるヂ第

2＠大地の芸徳祭」に幽けた輿体的な
準備活動が展縄されていきまず．

①芸徳祭に新たなジャンルとして映像

　を総み入れ、公募形武のビデオフェ

　スティバルを展弱しまず。

②ヂ第2＠大地の芸衛祭3を支援（遵路・

　案内醤板）ずることを目的とした繋

　単事業が展調されまず。

③圏域内6帯麟輯のヂどこに∫どんな」

　作品が縫作されるのか、さらに話し

　合いが進められていきます。

禰の灘際

欝講桝㌧

縄舞騰織撫雛の鍵
　先月弩でお知らせした生け花　　　　、，なぐら、、

作家中耀幸夫氏演出によるイベント“花　狂昏が、5月18臼に行

われました。当臼は小爾模様でしたが駐箪場には興内外からの

篤がぴっしりと董び、濫目度の高さを現していました、定刻どお

　り午後1鋳に大墾ヘリが会場の約辱50メートル上空に停止する

　と、20万本分に及ぶ色とりどりのチューリップの花びらが大き

　な雪のように舞い降り、緑の芝盤は見る見る一癒の花畑に変わ

　っていきます．

　花びらをまくという古典的な手法が、大爆琶のヘリコプター

　という文明の利雛と違秘感なく解け込み、何とも不思議で幻想

　的な空間に引き込まれていき諜した．
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醗懸雛簿’1

　磁植えや稲刈りを通じて地球環境を考えようというフォ

ーラムで、平成鍍年に石規県輪島市（千枚田で有名〉で始ま

り、4園目となる今年はナ鷺町広域圏で醐催されました。

轟円宮親薫殿下、平由鋪事を蛤め、66力國の大使館関係餐を

迎えての初臼鵬会式は十欝晦箏クロステンで開催されまし

た。その後参舶者は罠泊を引き受けたホストファミリーと

共に行動し、帯晦村ごとに名所・嬢跡を観光した後それぞれ

のお宅に肉かいました。轟陽宮親王殿下は松之山温泉にご

宿泊され，ました。

　雨模様の天気から一転して好天に恵まれた二β目は、賄

罎からの参撫賓と圏内の小学生及び…般公募を含め総勢

1，000人参舶の経i植えフェスティバルが、申雛零駆ミオン中

里．」簡の園場で行われました。外圏の方はもちろん、平由知

事も懸穂えは初めてとのこと。歩くだけで精一杯の人や申

には転んでいる人もあり、この臼ばかりは～緒になって植

えた小学生に憲配が．ヒがったようでした。

9月には、樹会場で穏刈りフェスティバルが行われます。
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奮　懸樋え盆協にて
寒　　栂日鯵一縫さん（灘本・懸肥屋〉

　　高橋かなめさん（濡本・慶屡）
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　　5月1i・捻βに地域簾境米米フォーラムの顕植えフェステイバルが行われ・そのフェ
　スティバルに参撫するため66力國の大縫館関係奢が越後妻有を訪ねられました、その中
　の7力團の代表が松之撫町で一泊のホームステイをしました。大麓の方の語によりますと、

　なかなか一般の人と交流する機会がありませんのでとても楽しみにしていたし、蟹穂えも
　経験したかったそうです。ホストファミリーは楽しんでいたと岡蒔に少し不安があったよ
　うで、大使の方とコミュニケーションが取られるかどうか、食べ物は欝に含うかどうか、
　鞘艶で寝られるかどうかというような心配がありました，確かに欝本語がわからない人が

　英語ができない家に泊まった場含もありましたが、ジェスチャーをしたり、辞欝を引いた

慰燕罐簾謙欝舗あ廉鰹難催蝦鍛7アミ乳」騨
　　私も斑植えに参撫してみましたが、長靴で葬常に歩きにくかったです。（ですから先週，

　照禽体験の子供たちと磁植えをしたときに裸定で磁んぼに入りました。後の足洗いがちょ
　っと大変でしたがその方が楽でした。〉あまりきれいに苗を樋えられませんでしたが、い
　ろいろな國籍の人たちと一一緒にするのが楽しくめったにないチャンスでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　イータ・マックマーン　伽λ血八鋤oη

6

ー
o
o
F
①
1



　　、六盛．溌　毒戯功

　当8はあいにくの雨模様でしたが、
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　　　馨後の…多建

　6月になると来無度麗催されるヂ第

2＠大地の芸徳祭」に幽けた輿体的な
準備活動が展縄されていきまず．

①芸徳祭に新たなジャンルとして映像

　を総み入れ、公募形武のビデオフェ

　スティバルを展弱しまず。

②ヂ第2＠大地の芸衛祭3を支援（遵路・

　案内醤板）ずることを目的とした繋

　単事業が展調されまず。

③圏域内6帯麟輯のヂどこに∫どんな」

　作品が縫作されるのか、さらに話し
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鱗彪
まどか　　　　　　　累　ももか
円香ちゃん（2歳）i桃花ちゃん（2歳〉擬　騒
　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　

繍●三罐』響輸保坂三購驚鐸識＿．鑓鎌1
　　　　　　　　　脅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迄

　　　　　　　　　噸　私の名麟はヂももか3です。お父さんとお母i
　　　　　　　　　弾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

灘
縢
曝

　私はヂまどか」って呼ばれています。写真は奪
i翻かけま瀧、お父さんの動前で調さん1さんは「蕊ちゃん」って呼ぶこ誌励蓼い
1が写してくれました．好きな食べ物はラーメンi好きな食べ物は、ギョウザにチ3⊃レートにヨ
1や力臆んだけど、やっぱり帥ご飯に餅襲グルト1こアイスクリーム……え一とあとし、一i

iし能翻創．だって詑かのうちのご蹴三っぱい調うちではお郡ちゃんと・ユン齢i
lってもおいしいんだよ．保蕎圏ではたくさんのiぬいぐるみなんかのおもちゃで仲良く遊んでいi

き麓塞，馨藁話鴇煮庶ちi護乏繁灘磨蜘徹態
1【調さんから一翻　　　　i【調さんから一誉】　　　　i
i明るく鞭で、優しい心舗った子講ってい…翁でたくましぐ人に優しい孔蕎って欲し
1ってほしいです。　　　　　　　　　　　　　　1いです。

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞
輪＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一鞭“醒㈹…騨“脚”柵”㎜酬弾’　““｝脚脚醒帆㎜　㎜岬断“
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灘瀞欝講勘・瀞謬議麟瀞謬麟

曝
　
轡
　
　
　
聾

　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
錘
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6月賛8から魔4臼（午前中）は総合検診でず。

急に翼合が悪くなった時は、麟属体鳶館で

診察しますのでおいでくださいo

平臼の診療8は午後も診察を行っています◎

ただし午後2時から3時単贋までは往診等で
不在となりますのでご注憲ください。

胃膿・大腸のカメラによる検査i、解臓・賢臓・

すい臓・胆嚢の趨奮波によるエコー検査、

また各種鐡液検登（理化学検蓋）もできます。

検診で要精密検査を指摘されたら畢めに

おいでください。

患者さんの待ち時簡を少しでも短くずるため、

ご協力をお願いします。

纏鑛懸灘灘灘
　　　　灘雛織騒繕鑛鐵

高熱の出るカゼ、吐き下しするカゼが

はやっていますo気温の変化が大きい
この季籔、寝冷えしないよう注憲しま

しよう。

鱗鍵
6月蓬7臼（月〉の

年後は、登坂先生が

会議出張のため
休診となりまず。

集藩鋼検診欝纏譲
峯　　毎 轟 茗

6月”日
（火）

湯　　出

天水越
天水島
藤　　倉

申　　羅

下斑手 新　　出

6月12日
（水》

上州手
湯　　本

水　　梨

小　　谷

大荒戸
黒　　倉

兎　日・藤　原 松之山
申立山・肥菱立 光　　間

6潮3日 月　池・坂　串 曹　　根
（：木） 豊　磁・北浦田 新　　田

藤之前 上之山
湯之島

東　　翅

上籔池

6剛4日
（金）

下轍池
五十子平
輝　　野
赤　　倉

東　　山

i　経ヨの検盗入数の関係で集落男彗に臼を指定してあります

i　が指定された8に都含のつかない人は期闘申いつでも受

i診でき漆すので、必ず受診するようにしてください。

今隼も会場までの送迎バスを運行しますo集落購の運行　1
時間については、声鋼醗布のチラシをご覧ください。
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　午麟8時30分力、ら1蓬時30分
　午；後1時00分力、ら　3時30分
○胸部レントゲン・胃ガン検診

　午離8時から奪蓬時
　午後嘆時から　3時
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灘鐘藩一プン

　5月26目（段）軍朝6時30分より、今年度の少奪野
球教室の醐校式が行われました。小学隻に野球の楽し

さを簿ってもらおうとユ0月までの毎週臼曜の朝、町

内野球チームのボランティアがコーチとなって指導
してくれます。当揖は串し込んだ22名（女子は2名〉

が全員参撫し、準備運動の後キャッチボールなどを行

い、久しぶりのボールの感触を楽しんでいました．

欝　　5月22矯午離、牧草もすくすく膏

　ち緑一面となった大厳寺牧場で表年

　より2週鶏皐い牧場醐きが行われま
　した。繁薙を薫目的としている当牧場

　では、この春生まれたばかりの子隼を

　連れた母隼や姓娠中の雌隼、また欝然

　繁磁の為の体が放牧されます。初βは

　松之山・松代の農家から25頭が集ま
　り、健康診噺などを受けた後広い草療

　に散っていきました。

　これから秋にかけて何頭の子隼が誕
　鷹するか楽しみです。
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伝えていきたい松之山の文化・歴史
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追
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い
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病
気
拾
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の
た
め
松
之
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温
果
に
湯
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に
来
た
こ
と

も
記
録
に
あ
る
こ
と
か
ら
松
之
山
と
の
関
わ

り
も
深
く
、
多
く
の
方
が
参
拝
に
訪
れ
る
吏

跡
と
な
っ
て
い
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す
。
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せ
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と
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温
泉
街
で
行
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れ
る

稚
兇
行
麹

へ
と
虜
か

い
ま
す
。

”

町の蕩齢者学級の一つである「湯鳥大学」

の入学式が5月9臼、休養村センターで行

われました。入学式には42名が患潔し、事務

　　　　　　　　　　　局から一人づつ名莇を呼ばれると
覇欝撫i離炉開校勤のある液な声で題ていま

　　　　　　　　　　　　した。小野塚助役の激励の欝葉と柳
馨i趣雛誕入学式　教育長の式辞の後、蠣の雛験

　　　　　　　　　　　を撮影しました。これから11月ま
　　　　　　　　　　　での毎月1園、小学生との交流会や
　　　　　　　　　　　陶警教室など、楽しみながら勉強で
　　　　　　　　　　　きる計7園の教室が醐かれます。

．’騒鞭勲麟・幽遠足
　難霧畿灘饗雛i灘涯鎌・ぽれど満足感！

鵜灘　馨

佐徒の「やる気」「死気∬根気」を試す、松中名物がん

ばり遠足が5月17aに行われました。午後4時まで

の鰯限時間内で町内の道踏を歩き続けるもので、体力

に合わせ4コースから選択できるようになっていま

すが、全員が30km以上を選択。朝8時40分に元気に

学校を出発しました。最も皐い生徒は、マラソンコー

ス（42．195km）を選択して午後工時8分には学校に

ゴールしました。これほど歩くのは滅多にないこと。

夜はさぞかし良く眠れたことと思います。

憲

嶺羅か
鍾〆っぺ

（
》
大
厳
寺
高
原
を
め
ざ
し
て

　
　
　
ひ
た
す
ら
歩
け
　
坂
中
に
て

0
水
梨
～
窯
野
を
経
て
湯
之
島
に
て 緯

騨輔購駄学欝式

・鱒

　“育て森灘霧擦鱒灘
緑の少年団美鑛灘溝

昨年は長年の浩動が認められ、県代表として全翻育

樹祭に参鋤した松之由小学校緑の少年懸。今年も5月

10臼に照結成以来続けている美人林清掃を行いまし

た。駐車場で圏辺管理人からお話を聞いた後作業場所

ごとの斑分けを行い、応援に駆けつけたPTAと一緒

に作業に移りました。みんなの地道な括動が美人林を

支えています。
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之
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分
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勲
懸
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赫
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鶴
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講
蝋
、
灘
鰭
畢
か
？

　
平
成
掻
年
4
鍔
よ
り
園
厩
年

金
保
険
料
の
納
付
先
が
麟
に
変

わ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
今
焦
度

分
以
降
の
保
険
料
の
納
付
鍵
は

團
（
被
会
保
険
庁
〉
か
ら
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
蔚
年
度
以
、
剛
の
未
納
分
の
保

険
料
に
つ
い
て
も
岡
じ
く
鮭
会

保
険
庁
か
ら
納
付
蹴
・
が
鰯
き
ま

す
．　

園
民
年
金
保
険
料
は
、
瓢
年

を
経
遍
す
る
と
時
効
に
よ
り
納

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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橡
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⑬
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換
　
猿
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尊
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㊥
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母

当番が変更になる場合があります。ご利用される

場合は役場Ei直に確認してからお串かけください．
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納
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期
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が
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る

と
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老
後
の
支
え
と
な
る
老
齢

基
礎
年
金
や
万
一
の
場
合
の
障

盤
慕
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
の
傑
険
料
は
畢
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
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．
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タ
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ア
の
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理
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
．
ラ
イ
ス
コ
ロ

ッ
ケ
・
イ
ワ
シ
の
ト
マ
ト
煮
な

ど
違
粘
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⑳
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　新潟県蕩齢者総合掘談センターでは、お年寄りやその家族

の方々が抱える悩みごとや、心醍ごとの櫓談を無料でお受け

しています。

　なお、平成M年6月から7月の相談欝程は次の通りです。
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薦
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す
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▼
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付
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漁
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▼
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　薪潟県縫会編雛協議会恋獄、2級繰程響習得した基本箏項盗

っ頃憲より深輪織識お援能を修得することを目的にホームヘル
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萌
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澗
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懸
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催
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懸
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ま
し
ょ
う
．
ラ
イ
ス
コ
ロ

ッ
ケ
・
イ
ワ
シ
の
ト
マ
ト
煮
な

ど
違
粘
翻
。

▼
β
鋳
6
月
2
7
漏
（
木
）

　
　
　
　
午
後
6
時
～
8
時

▼
会
場
　
東
北
電
力
十
黛
町
営
業
斯

▼
参
茄
費
　
5
0
0
円

▼
串
し
込
み
　
6
月
瓢
照
ま
で

　
　
　
　
　
　
に
電
詣
で

　
姪
0
2
5
7
罪
3
ユ
0
7

破
数
瀬
蟄
母
㊥
嬉
換
働
略
嬉
⑳
喚
曝
鰯
驚
⑳
硬
瀬
報
曹
命
⑫
憩
舞
怜
⑰
⑫
懲
願
尊
ゆ
略
矯
蕊
頓
鯵
秘
僑
愈
喚
略
野
9
窃
む
毒
騒
㊥
鵡

　新潟県蕩齢者総合掘談センターでは、お年寄りやその家族

の方々が抱える悩みごとや、心醍ごとの櫓談を無料でお受け

しています。

　なお、平成M年6月から7月の相談欝程は次の通りです。

相談の種類 損談購闘　　　6　月　　7　月

よろず相談
毎週月曜段から金曜臼9：00～筆7100まで
　　　　　　　　　（土臼祝臼・‘蘇隼始は除く〉

導門絹談（予め予約が必要です〉

法　　　律 13130～嘩6：00
3、等0、嘆7

24．27

葉、8、蓬5、

22、25．29

医　　　療 簾3130～葉5130 η 3
痴　　　呆 荏4：00～裕100 窪9 等7

公的鐸金保険 曝3130～蓬5：30 4 2
税　　　金 悪0100～蓬2：00 壌4 璽2

健康・介護 箪0：00～16100 蓬3 ”

12

講灘

灘
・

　
6
月
ま
目
は
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
鷺
で
す
。

　
昭
釈
2
3
年
に
ま
ず
政
令
に
基

づ
く
人
権
擁
護
委
員
鰯
度
が
設

け
ら
れ
、
翌
24
年
6
月
玉
鷺
に

人
権
擁
護
委
農
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

住
渓
の
中
に
あ
っ
て
園
践
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で

あ
る
人
権
擁
護
委
員
綱
度
が
誕

生
し
ま
し
た
．

　
新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
「
人
権
擁
護
委
員
の

ぺ
ず噛｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
叢

　　　　　6凋1繍より

闘交通法が敵正になりまむ髭

　優畏運転渚にはより硬窟1を、悪質運転煮に

はより厳しくを内容とした改正道賄交通法が

6月より施行されました。詳しくは秘に醍霧

した交通安全協会発行のパンフレットをご覧

ください。お互いに安全運転に努めましょう

　
霞
縣
で
あ
る
6
月
王
繍
を
中
心

　
と
し
て
、
み
な
さ
ん
と
共
に
い

　
っ
そ
う
の
人
権
尊
重
思
想
の
瞥

　
発
に
つ
と
め
る
こ
と
を
辮
し
合

　
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
　
町
に
は
町
長
が
推
薦
し
、
法

　
務
大
麗
が
委
嘱
し
た
2
名
の
委

　
貴
が
お
り
ま
す
。
相
談
は
無
料

　
で
秘
密
は
竪
く
守
ら
れ
ま
す
、

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
◇
松
之
山
跡
下
鍛
池

　
　
　
重
　
野
　
瀦
　
子

　
　
　
　
　
　
管
6
－
2
2
0
3

　
◇
松
之
山
町
よ
之
出

　
　
　
丸
　
出
　
定
　
一

　
　
　
　
　
　
難
6
…
3
2
0
2

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
か

尋
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

◆
爾
　
則
　
3
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
5
0
万
円
以
下
の
罰
金
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

◆
違
及
点
　
2
5
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

◆
行
政
処
分
　
免
許
取
消
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

灘
税
霧
職
難
霧
霧
蹴
麟
鰹
鑑

灘
欝
集
灘
灘
簿
雛
盤

　
翻
税
厨
や
税
務
署
に
勤
務

し
、
麟
税
に
関
す
る
事
務
を
行

う
税
務
職
員
の
採
絹
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

　
昭
和
57
年
4
月
2
濤
～

　
昭
憩
60
年
4
月
i
鷺
生

▼
試
験
の
程
度

　
高
等
学
校
卒
業
程
度

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　
6
月
漁
繕
か
ら
6
月
2
6
撫

▼
一
次
試
験
β
程

　
9
月
8
欝
（
鍛
）

▼
串
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ

　
せ
先
（
近
く
の
税
務
署
へ
）

　
蕎
田
税
務
署

　
盈
0
2
5
5
－
2
3
4
ま
7
1

　
十
β
町
税
務
署

　
羅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

費
0
2
5
7
52
－
3
i
8
三

轍嬉度調介護員養蘭修（縣程〉の離

　　懸潟県被会橿祉硬修センター　償025－28等一5524

　薪潟県縫会編雛協議会恋獄、2級繰程響習得した基本箏項盗

っ頃憲より深輪織識お援能を修得することを目的にホームヘル

パー養成磯修（圭級繰程〉を聡催しま鱗。

簿象者影訪悶介護事業に縫事ずる二とが確定しでいる煮、又ず
　　　　薫i権鍵事じ懇いる煮のうち、2級課程修了餐。なiお、2
　　　　級諜程終了原則とし｛3無以出添一ムヘ簿パー老して
　　　　活動籔だ餐廼ある鑑とが望議磁憾．

、l　l　i　1ノ

町
消
防
団
の
想
定
演
習
が
行
わ
れ
謙
す

　
　
6
月
器
撮
（
揖
）
の
午
萌

　
中
に
、
町
内
2
カ
所
（
場
勝

　
等
謙
醸
中
）
に
お
い
て
町
澗

　
防
懸
に
よ
る
想
定
演
習
が
行

　
わ
れ
ま
・
す
。
詳
し
く
は
後
β

　
案
内
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

㎜

悶
権
諜
動
名
成
潟
灘
望
成
潟
9
0

訪
懸
級
活
4
0
畢
萩
9
希
畢
噺
驚
懸

影
　
　
　
　
ノ
※
〆
〆
〆
／
ノ

者
　
　
員
程
壌
費
み
隈
鷲

象
　
　
　
　
　
　
購
込
　
　
合

簿
　
　
定
臼
会
受
鱒
期
開

　
　
　
　
簸
羅
脇
靱
鶏
難
馨
属
置
灘
灘
難
鱗
馨
饗
難
饗
難
灘
馨
霧
騒

　
　
　
鰍
文
化
講
漢
金
の
闘
催

　
　
　
　
上
越
教
育
大
学
と
上
越
市
が

　
　
　
共
催
す
る
文
化
講
演
会
が
行
わ

　
　
　
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　
㈹
　
｝

隼
前
8
蒔
よ
り

　
第
三
分
懸
（
松
之
由
地
区
）

　
第
4
分
腰
（
浦
田
地
鼠
）

　
　
　
　
　
　
舎
隅
演
習

午
繭
沁
時
よ
り

　
第
2
分
鐡
（
松
塁
地
落
）

　
第
3
分
懸
（
奮
想
地
区
）

　
　
　
　
　
　
合
岡
演
欝

圭
き
肇
呈
｝
…
を
…
…
呈
…
…
ξ
｛
呈
F
…
…
…
…
…
き
奪
蔓
｝
靹

融無7月～票鱒5無2月（8力肩闘）

1：ユ証ゾンプ灘赫

禰
譲考は砺修盤潔ター駈定1の罵紙にま妙串i込融ξ下さい。

雛4難6肩2禰〈金〉当β消印篶効

態集縫会福被協議会魅会福祉蘇修センター
…50総5馨5　新潟ξ難滋土漸2－2－2

2S－28繋5824《塵還）

▼
講
舗
　
作
家
・
法
医
学
評
論
家

　
　
　
　
上
野
愚
彦
氏

▼
演
題
　
逆
さ
の
視
点

　
　
　
…
死
か
ら
隻
を
見
る
ー

▼
田
時
　
6
月
蔦
臼
（
土
）

　
　
　
　
午
後
2
時
か
ら
3
時
畢

▼
会
場
　
上
越
教
育
大
学
講
堂

▼
問
い
含
わ
せ

　
費
0
2
5
5
－
鍛
－
3
2
7
8

ン3



1
創
田
①
1

騨
，
灘、・灘罎馨

醐
縷

　
欝
雛
、

騰

　　ま

ぺ
　

響鐡難、
鐡憾懸

1傷） 16㈹ 田本脳炎予防接種・幼晃（診療所）

2㈹ 生け花教室
段本脳炎予防接種・幼兜（診療所〉

17（水） エアqビクス

3㈱ エア欝ビクス
18（本〉 ゆとり陶芸（高齢者対象）

ほのぼの教室（保健センター〉

4（木〉 湯鳥大単（陶芸）
ほのぼの教窯（保健センター）
老人クラプ薦齢奢スポーツ大会（午後・体湾館〉

19㈹ 陶芸教室（一般）

5（斜．，． 　長なわとび大会
覆』陶芸教室（一般〉 20㈹

6㈹ チャレンジ湯鳥（本タル観察会〉 21（日1…叢
職．『

7（日〉 22㈲ 町民講座
夏の交通事故防止運動（釧臼まで〉

8㈲ 23㈹
9㈹ 24（水1 町内小・中・轟終業式　エア鶴ビクス

購親藩水泳大会（町鍵プール〉
ほのぼの教塞（保健センター）

10（水〉 ニコニコ教室　　エアロビクス
老人クラブゲートボール大会（驚渓グラウンド〉

25（木〉 婦人検診（保健センター〉

11（本〉 ほのぼの教窯（保健センター） 26（斜

12（斜 27㈹…駿湯鳥大運動会

13㈹
チャレンジ湯鳥（工作〉

子供広場く公民館開放〉
28（日1 糞夏の笑いの祭典

141旧） 女牲ネットワーク（登出） 29㈱ 子供体験交流事業（8／3まで・山留〉

15㈱ 汽驚老人クラブペタンク大会（町艮グラウンド） 30侠〉 婦人検診（保健センター〉

31（水〉 エアロビクス
乳幼児歯科健康診査（保健センター一〉

　　　　　　　　　’蹄『7　㈹灘灘馨灘灘灘懸鱗騰＾㈱欝野
暁灘難難灘灘難

タ方

欝か
諺

霧欝欝羅難嚢

ン4

　
ゆ
　
　
と
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

繕
漏
繊
塑
撚
轡
－
霧
強

　
　
　
　
　
　
松
之
由
郷
生
漣
学
習
だ
よ
り
　
公
属
露
歌
6
－
2

難
鰭

獺
撚
嚢
撒
嚢
繊
漿
灘

　
町
内
及
び
近
隣
町
村
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
愛
好
青
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
、

▼
期
β
　
6
肩
欝
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
2
0
鷺
ハ
木
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
か
ら

▼
場
薪
　
町
浅
体
育
館

楓
獲
灘
鶏
灘
纏
欝
馨

　
心
を
　
つ
に
し
て
、
楽
し
く

ジ
ャ
ン
プ
！
長
な
わ
と
び
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
β
　
7
月
5
日
（
金
）

▼
時
聞
　
午
後
7
時
～

▼
会
場
　
町
戻
体
育
館

雛
雛
鰯
纏
嚢
．

▼
期
日
　
7
月
m
β
（
水
）

▼
時
闘
　
午
麟
9
時
～
n
時

▼
会
場
　
町
厩
体
育
館
に
集
合

繊
叢
灘
墜

【
ゆ
と
り
陶
芸
】

▼
期
β
　
6
月
2
0
鷺
（
木
）

▼
時
闇
　
年
後
三
時
畢
～
4
時
単

▼
会
場
　
ゲ
錘
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

鷺
般
陶
芸
】

▼
期
目
　
6
月
2
8
β
（
金
）

　
　
　
　
7
月
5
鷺
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
～
9
時
畢

▼
ム
婆
場
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

霧
犠
畿
難

、
　
　
纏
欝
灘
墜

　
土
の
こ
ね
方
や
成
型
の
仕
方

な
ど
、
作
陶
の
基
礎
を
学
び
ま

す
。

7
月
4
β
（
木
）

午
蔚
鐙
時
～

　
　
　
　
午
後
1
時

休
養
村
セ
ン
タ
…

高
野
清
一
郎

村
由
　
悦
夫

灘
灘
雛
難
響

湯
嬬
懇
謡
灘
鐵
灘

【
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
】

　
来
春
自
然
科
学
館
「
森
の
学

校
（
仮
称
ご
が
オ
ー
プ
ン
す

る
須
出
周
辺
を
、
み
ん
な
で
一

是
早
く
探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
β

▼
時
間

▼
場
所

6
月
22
日
（
土
）

午
鮪
9
時
～
12
時

休
養
村
セ
ン
タ
…
に

集
合

【
ホ
タ
ル
の
観
察
会
】

　
ホ
タ
ル
の
種
類
・
隻
態
に
つ

い
て
観
察
し
ま
し
よ
う
。

だ
降
り
続
け
る
こ
と
で
す
よ
。

▼
期
β
　
7
月
欝
揖
（
土
）

▼
晴
間
　
午
箭
鐙
時
～

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
鞍
懲
灘
灘
欝
纏
嚢
纏

【
う
た
ご
え
サ
警
ク
ル
】

　
み
ん
な
の
声
が
｝
つ
に
な
っ

た
時
の
感
動
は
何
と
も
い
え
ま

せ
ん
。

▼
期
β
　
第
一
・
第
三
木
曜
臼

▼
購
間
　
午
後
8
時
～

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

黛

7
月
6
臼
（
土
）

午
後
6
時
半
～

休
養
村
セ
ン
タ
！
に
集
禽
。

観
察
地
は
検
討
中

自
然
友
の
会

▼
講
師
　
中
島
ま
り
子
く
松
中
）

▼
期
日

▼
時
間

▼
場
駈

▼
講
師

▼
期
β

▼
蒔
闘

▼
場
所

▼
講
師

【
バ
タ
葦
を
作
ろ
う
】

　
臼
分
た
ち
の
手
で
バ
タ
ー
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
作
り
方

は
簡
単
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
た

【
楽
し
い
登
由
】

　
毎
年
多
く
の
皆
様
か
ら
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
谷
川
蕪
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
商
由
植
物
を
楽
し

みながら

の
登
山
は
い
か
が
で

す
か
。

▼
期
澱
　
7
月
M
B
〈
嬢
）

※
詳
細
謙
醐
は
後
β
お
簿
ら
せ

　
し
ま
す
。

1鯖した学習をされてい

きと思いますが、この大

垂と岡じで、一簸の単位

亡の資格が得られます。

穿殊な機器が必要となり

シ特創な資格は必要あり

いる科目も多様で、約

爆1

　すでにこの制度を利

　る搭もいらっしゃるか

学は一般の4鐸舗大学

　を取露し卒業すると学：

　　学習を始めるには特

i講熱入学鯛ずる
1ません。開講されても
き

1320種の奪門的な学習

1が靱能です。
1興味のある方は公民

謬こパ刀レット棚
萎りますのでぜひご覧＜

1ださい。
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1傷） 16㈹ 田本脳炎予防接種・幼晃（診療所）

2㈹ 生け花教室
段本脳炎予防接種・幼兜（診療所〉

17（水） エアqビクス

3㈱ エア欝ビクス
18（本〉 ゆとり陶芸（高齢者対象）

ほのぼの教室（保健センター〉

4（木〉 湯鳥大単（陶芸）
ほのぼの教窯（保健センター）
老人クラプ薦齢奢スポーツ大会（午後・体湾館〉

19㈹ 陶芸教室（一般）

5（斜．，． 　長なわとび大会
覆』陶芸教室（一般〉 20㈹

6㈹ チャレンジ湯鳥（本タル観察会〉 21（日1…叢
職．『

7（日〉 22㈲ 町民講座
夏の交通事故防止運動（釧臼まで〉

8㈲ 23㈹
9㈹ 24（水1 町内小・中・轟終業式　エア鶴ビクス

購親藩水泳大会（町鍵プール〉
ほのぼの教塞（保健センター）

10（水〉 ニコニコ教室　　エアロビクス
老人クラブゲートボール大会（驚渓グラウンド〉

25（木〉 婦人検診（保健センター〉

11（本〉 ほのぼの教窯（保健センター） 26（斜

12（斜 27㈹…駿湯鳥大運動会

13㈹
チャレンジ湯鳥（工作〉

子供広場く公民館開放〉
28（日1 糞夏の笑いの祭典

141旧） 女牲ネットワーク（登出） 29㈱ 子供体験交流事業（8／3まで・山留〉

15㈱ 汽驚老人クラブペタンク大会（町艮グラウンド） 30侠〉 婦人検診（保健センター〉

31（水〉 エアロビクス
乳幼児歯科健康診査（保健センター一〉
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藤　禽（締の木〉

おくやみ（死亡）

相澤　テルさん　88歳

躍お拳　昭…・さん　55歳
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　　　　（）内は筋月との姥較

纏騒騰難　
町
社
会
禰
祉
協
議
会
に
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
之
山
購
ゴ
ル
フ
岡
好
会
様

　
　
金
二
万
五
千
円

　
小
谷
福
原
俊
彦
様

　
　
金
五
万
円

　
町
在
宅
編
祉
に
括
用
さ
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
平
成
掻
年
5
月
綴
β
現
征

　　町民憲章　昭購7朧
　わたしたちは松之由町毘です。郷恋を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう．

簿罠の禽書葉

　　圭、美しい縁と雪の中で

　　　　　　　　心豊かな人になろう

　　ま、ブナの携が触れ合うように
　　　　　　　　連体の心をもとう

　　1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　　翻造のヵを高めよう

灘騒騒霧

法
報
ま
つ
の
や
ま
は
晦
昆
は

も
と
よ
り
、
松
之
撫
崔
ふ
る
さ

と
と
し
て
こ
よ
な
く
愛
す
る
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
も
読
ん
で
い

た
だ
い
て
恥
談
す
、

楽
し
樋
語
題
、
珍
し
恥
梼
報
が

あ
η
ま
じ
た
ら
お
気
軽
に
お
簿

ら
せ
く
だ
さ
恥
。
カ
メ
ラ
握
い

で
す
っ
飛
ん
で
壌
き
ま
す
。

総
務
諜
行
政
係
　
広
報
撞
当

　
　
　
　
　
（
嘩
旛
）
ま
で

　
　
電
話
6
…
3
玉
3
i

温泉建繍日

温馳ン炉1 翠の湯

6臼 f3・27 135
7自 ”・25 lM5・32

16

麗
騒
灘
懸
難
購
難
園
　
醗
　
＄
き
鴫
逡
セ
亀
晦
歎
論
灘
海
鞭
薬
幾
曝
再
建
鐙
》
鵠
礎
再
欝
唖
鷺
沁
砧
鎌
群
亀
象
や
働
恥
§
糞
×
亀
題
筆
働
雛
韓
　
編
糠
．
撫
論
＼
藤
再
建
魯
漆
蕊
灘
鱗
職

・・聾

灘

憲
爾

晦
あ嶺

鐸灘織懇譲．愈灘鑛難誰　～毎地鼠で行われたものを項目ごとに報轡します～　勤P2～3

醗灘綴薯鞠熱噂1灘箋1釜雛鶴覇酪地礎動会が行われました～郷

罫轟慧撫1薄轟灘裟霧嚢魏愚舞潅　～鍵ざ滴防腿を紹介します～　》P7

ギ霧饗欝1で熱．無く藩　～簿老人クラブ連倉会が2乃本の花を植えました～　籍Pi（｝

懸鷺薦韓，験汽攣講　～松中3年生、松筒で半段入学を体験～　籍P慧


